
平成 29年度 新潟市病院事業会計決算の概要 

平成 29年度の新潟市病院事業（税抜）は、事業収益 246億 4,870万円余りに対し事業費用 246億 6,266

万円余りとなり、差引1,396万円余りの純損失を生じる赤字決算となりました。それにより、累積欠損金は17

億 8,937万円余りとなっています。 

 

本業の決算である医業収支の状況について、医業収益は平成 28 年度決算に比べ 228 万円余りの増と

なりました。そのうち入院収益は、1 日あたりで患者数が 16 人の減、単価が 1,404 円の増となった結果、1

億 19万円余りの減となりました。外来収益は、1日あたりで患者数が 75人の減、単価は 1,709円の増とな

った結果、1億 2,329万円余りの増となりました。 

 

医業費用は平成 28年度決算に比べ、3億 2,316万円余りの増となりました。主な増加要因は材料費であ

り、抗がん剤などの医薬品購入費が 8,922 万円余りの増となったほか、手術などに使用する診療材料の購

入費が 1億 3,772万円余りの増、材料費全体で 2億 2,162万円余りの増となりました。 

■資料集 

(1) 損益計算書、貸借対照表 

(2) 予算及び決算 

(3) 経営分析表 

(4) 患者動向、指標の推移 


